
薬学部は何をするところ？ 機能性分子化学分野 
 

研究テーマ 遺伝子（DNA・RNA）を狙った新しい分子標的薬の開発 

研究分類 
「新薬となる化合物を合成・発見する」 
「薬を狙った組織に届ける方法を開発する」 

主に関係する科目 物理・化学・生物  

 
 
私たちは、副作用の無い新しい医薬品の開発を
目指して日々研究しております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q: なぜ副作用があるの？ 
A: 疾患細胞だけでなく、正常細胞にも作用して
しまうからです。つまり、疾患細胞だけに作
用する医薬品が必要なのです。 

 
Q: どうすれば疾患細胞だけを狙えるの？ 
A: 疾患を引き起こす｢分子｣を狙い撃ちして、そ
の機能を抑えることが重要になります。私た
ちは、疾患の原因となる分子の中でも、｢遺伝
子｣に着目しました。例えば、がん遺伝子の中
には、たった1塩基だけ変異があっても発症
に関与する遺伝子が存在します。その様な遺
伝子配列の変化を狙い打つことが可能な｢核
酸医薬｣の開発を行っています（右図）。 

 

Q: 核酸を利用した｢核酸医薬｣とは？ 
A: 遺伝子の分子骨格は、DNAやRNAなどの核
酸から構成されています。DNAでは、アデニ
ン（A）、チミン（T）、グアニン（G）、シトシ
ン（C）の4種類の塩基からなっており、Aは
Tを、GはCを相補的に認識する性質を持っ
ています。この厳密な塩基対形成能を利用す
ることで、狙った遺伝子の働きのみを止める
新しい人工核酸を創り、核酸医薬へ展開して
います（左図）。 

 
Q: 機能性分子化学分野｢独自｣の核酸医薬とは？ 
A: 標的遺伝子の特異性をさらに高めるために、
疾患細胞のみに薬物を送達する技術を組み合
わせた人工核酸の開発を行っています。また、
光を用いて特定の部位でのみ薬効が発揮され
るシステムの開発にも注力しています。 

 

 


